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唐津警察署協議会開催結果の概要 

 
 令和７年７月11日

会　　　議 　令和７年度　第１回　唐津警察署協議会

開 催 日 時 　令和７年６月30日（月）14:00　～　15:30

開 催 場 所   唐津警察署　会議室

出　席　者
 ○　協議会：会長以下14名 

○　警察署：署長以下16名　　　　　　　　　　　　　　計30名

議　　事　　概　　要

１　開会 
 
２　会長挨拶 
　　早く梅雨が明け、暑い日が続いております。今日も暑い中、協議会委員の皆様にお
　かれましては協議会へ御出席いただきありがとうございます。 
　　私は、今年度から会長を務めさせていただきます。 
　　この協議会は、警察署の業務運営に地域の意見を反映させることを目的としていま
　す。地域社会の安心安全のため、委員の皆様、署員の皆様と協力して協議会を進めて
　いきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 
 
３　署長挨拶 
　　委員の皆様におかれましては非常に暑い中、本協議会に御出席頂きありがとうござ
　います。また、平素から警察行政全般にわたり深い御理解と温かい御支援をいただい
　ておりますことに、この席を借りて深く感謝申し上げます。　 
　　この警察署協議会の定例会については年３回実施することとなっており、昨年は、
　３回目に答申を頂いて警察業務に反映させるようにしておりましたが、今年度からは
　第２回の協議会に答申を頂けるようにするため、本日、当署で考えた諮問案を提案さ
　せて頂きたいと考えております。 
　　皆様の御意見を聞いて、唐津警察署の業務運営に生かしていきたいと考えておりま
　すので、よろしくお願いします。 
 
４　議事 
　⑴　業務概況報告 
　　ア　唐津警察署の概況、管内情勢等 
　　イ　警　務　課　～　相談の取扱状況、情報発信活動等 
　　ウ　会　計　課　～　遺失物業務の取扱状況等 
　　エ　生活安全課　～　管内の少年犯罪等、答申書への対応状況 
　　オ　地　域　課　～　管轄、110番指令状況、各種訓練状況 
　　カ　刑事第一課　～　刑法犯認知・検挙件数等、業務概要 
　　キ　刑事第二課　～　ニセ電話詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の発生状況 
　　　　　　　　　　　　組織犯罪対策関係 
　　ク　交　通　課　～　管内の交通事故の発生状況、 
　　　　　　　　　　　　飲酒運転・無免許運転の検挙状況 
　　ケ　警　備　課　～　災害警備、テロ対策、要人警備 



 
　⑵　諮問 
　　　署長から、「唐津警察署管内の治安の向上に向けた取組」として、 
　　　　①　交通事故等を抑止し、安全な交通環境をつくるための方策 
　　　　②　次世代を担う少年等の非行防止のための方策 
　　　　③　ニセ電話詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺等を阻止・撲滅するための方策 
　　　　④　力強い警察を実現するための人材育成の方策 
　　についての諮問がなされた。 
 
　⑶　質問応答・要望等 
　　　委員：　警察でもワークライフバランスが推進されているとのことだが、具体的

 　　　　　　な取組事例はあるか。
　　　警察：　犯罪は24時間、365日発生しているため、警察官はなかなか休めず、過
　　　　　　酷な勤務を強いられるイメージを持っている方も多いが、警察においても
　　　　　　ワークライフバランスを推進している。休日に当直勤務をすれば、平日に
　　　　　　休むなど役割分担を適切に行い、交代で休みを取得している。また、男性

 　　　　　　の育児休業制度も推進中である。
 　　　委員：　外国人の犯罪状況について、どのような犯罪が発生しているか。

　　　警察：　３月以降、生活安全課関係の事件については取扱いはないが、技能実習
　　　　　　生の行方不明事案は数件受理している。刑事課関係については、今年の取

 　　　　　　扱いはない。
      委員：　中高生等少年のスマートフォン所持について、危険性を心配している。

 　　　　　　捜査等で把握した交友関係等の情報はどのように活用されているか。
　　　警察：　ＳＮＳ利用等に係る少年のトラブル相談等について対応する機会は多い
　　　　　　が、ＳＮＳの情報をもとに相手を特定するのは容易ではなく、地道に投稿
　　　　　　画像等を確認している。行為者が通っている学校が推測された場合に、学
　　　　　　校に出向いて学生のスマートフォン画像を確認し、行為者を特定して指導

 　　　　　　等に至るケースはある。
　　　委員：　学校や地域コミュニティーにおいて、中高生等に対し、具体的な事例紹
　　　　　　介等により、犯罪を身近なものとして認識させるための防犯指導を要望す

 　　　　　　る。また、そのような取組をＰＴＡでも推進してもらいたい。
　　　委員：　スマートフォンに関し、10代の青少年から金品を巻き上げることがある
　　　　　　と聞いたことがあるが、口座等も持っていないのにどのようにしてお金を

 　　　　　　巻き上げられているのか。
　　　警察：　おそらく闇バイトにＳＮＳを通じて加担させられ、ニセ電話詐欺の受け
　　　　　　子等をして入手した収益を巻き上げられる少年等のことを言われているの
　　　　　　ではないか。闇バイトとは、甘い文言で誘い、個人情報等の弱みを握られ
　　　　　　ることにより逃げられない状態にされ、犯罪に加担させられるが、少年等

 　　　　　　自身の利益はほとんどない。
　　　委員：　防犯講話を行っている学校は４分の１程度だと思う。学校での防犯講話

 　　　　　　は、警察主導なのか、学校依頼によるものかを知りたい。
　　　警察：　学校からの依頼により実施しており、未実施の学校についても順番に実

 　　　　　　施していく予定である。
　　　委員：　提案だが、防犯講話は保護者も聴講したほうが有効と考えられるため、

 　　　　　　ＰＴＡでも協力したいと考えている。
 
５　その他 
    次回開催は、11月中旬頃の予定である。 
 
６　閉会


